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日野グループが提供するトラック・バスなどの車両は、社会のインフラとして、人とモノの流れを支えています。そのため、良い商品に
加え、お客様に質の高い整備・点検などのアフターサービスを提供することが非常に重要です。このことから、日野自動車（以下、日
野）と全国の各販売会社は、「人とモノの流れを止めない」ことを使命とし、お客様の稼働の最大化に向け、整備設備や拠点の改良、整
備力の向上に注力しています。また、社会における整備技術向上の基盤づくりに貢献しようと、自動車整備士養成学校へ講師を派遣する
など、次世代を担う人材の育成支援にも取り組んできました。2014年からは全国の販売会社と連携し、教材として役立ててもらえるよ
う、自動車整備士養成学校へ最新のエンジン寄贈を実施しています。

日野の事業外の社会貢献活動の重点領域の一つ「人づくり支援活動」に適うものとしてエンジン寄贈の活動をご紹介します。



整備士は、車両の品質を保ち、故障するこ
となく、環境に配慮した安全な運行を実現
するために欠かせない人材です。しかし少
子化などの環境変化により、日本国内の整
備士養成学校は入学者減などの課題に見舞
われています。国土交通省が各高等学校訪
問を行い、整備士という仕事の魅力を若年
層にアピールして整備士養成学校への入学
を促進する取り組みを行うなど、整備士養
成は国の重要な課題ともなっています。

全国の自動車整備士養成学校入学者数の推移
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一方、優れた整備技術の習得には、技術の
発展や社会の要請によってモデルチェンジ
していく最新のエンジンを用いた実習が必
要です。たとえば最近のトラックには、
「コモンレール」と呼ばれる、排気ガス規
制強化に対応した環境に優しい燃料噴射方
式のディーゼルエンジンが搭載されていま
す。2015年3月に実施された整備士の国
家試験では、この最新型の燃料噴射方式に
ついての問題が出題されました。
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日野が行っているエンジン寄贈の取り
組みは、こうした学校のニーズに応え
るものです。

寄贈しているディーゼルエンジンは、
現在日野が製造・販売している小型ト
ラック「日野デュトロ」に実際に搭載
されている最新のものです。全国各地
の販売会社と協力し、業界のニーズを
汲み上げ、整備士養成学校に対して、
寄贈を行っています。各学校では、こ
の最新型のエンジンを使用した分解・
組立実習、コモンレール等の最新装置
の実習に活用いただくなど、より良い
教育の実施に役立てています。

多くの寄贈先では寄贈式を開催してい
ただくなど、最新型のディーゼルエン
ジンが教育現場で待ち望まれていたこ
とを実感いたします。優秀な整備士は
もちろん日野にとっても必要な人材で
すが、育成段階までさかのぼってお手
伝いをすることで、日本の自動車業界
全体の整備レベルの底上げ、基盤づく
りに広く貢献したいと考えています。

ただ、こうした新しい方式のエンジンから従来式のエンジンまで全ての教材を揃えるのは、各
学校にとって負担が大きく、難しいのが現状です。実際の現物を触ってみることは、教科書の
イラストで学ぶことよりも深い理解と納得感が得られると考えられ、教材の一層の充実が望ま
れています。



日本で最も歴史のある整備士養成学校の一つである当校で
は、自動車技術教育の先進校として、「技術を磨け、そし
て人間性も」という教育スローガンのもと育成を行ってい
ます。当校ではいわゆる高校の普通科出身の学生が約7割
を占めるため、まずは基礎科目の勉強を重視しており、そ
れを基盤にしつつ、時代に合わせてカリキュラムのウエイ
トの置き方を変化させています。

寄贈いただいたディーゼルエンジンは、最新型エンジンの
燃料噴射について実物を見て、分解や組み付けを実際に行
ってみるなど、活用させていただいています。学生も非常
に強い興味を持っています。

今、社会では整備士志望者減などが課題となっています
が、質重視の募集・教育活動を行っていくということには
変わりありません。女性の活躍推進、整備士職の魅力向上
にも取り組む必要があると考えています。日野自動車の皆
様には自動車メーカーとして、教育支援はもちろん、若年
層への働きかけ、整備士の労働環境向上など、整備士育成
のため引き続きご協力していただければと思います。

当社で整備士として活躍する社員はほとんどが整備士養成
学校の卒業生であり、学校とは強い結びつきと信頼関係を
構築してきました。学校の要望にお答えし、当社の整備士
を講師として派遣することもあります。そうした関係の中
から学校のニーズを汲み取り、日野自動車と連携してエン
ジンと架台の寄贈を行いました。

寄贈にあたってのエンジン架台作成や納品時の技術説明な
ど、さまざまな社員の協力があって実現できましたので、
学校へお伺いし、実習場で実際に活用されているエンジン
を見て大変嬉しく思いました。

我々販売会社には車両販売だけでなく、整備などのアフタ
ーサービスを含めたトータルサポートをお客様に提供する
という使命があります。質の高い整備の鍵となるのは第一
に整備士の技術力です。教材の充実が優秀な整備士育成に
貢献することを願っています。
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整備士養成学校には、毎年優秀な人材を各販売会社へ多数
輩出していただいています。同じ自動車業界を支えるパー
トナー的な存在であり、教材拡充の悩みについては共有化
し、課題解決に向け支援したいと考えていました。そこ
で、我々ができるところからと、エンジンの寄贈を企画し
ました。

エンジンを寄贈した各学校では、非常に喜んでいただいて
います。「最新のディーゼルエンジンでの実習環境を整え
ることができ、大変助かった。」との声も頂戴しました。

整備士国家試験にコモンレール式燃料噴射が出題され、タ
イミング的にも良い時期に学校のニーズに応えられたので
はないかと思います。

今後も、販売会社とともに業界のニーズを汲み上げ、整備
士養成に貢献していきたいと考えています。


